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表 1. 負荷加算スループット評価結

情報プライオリティに基づく無線センサネットワークの動的経路制御  
 

 ○中川 善継 *1)、入月 康晴 *1)、山口 隆志 *1)  

 
１．はじめに  
 環境モニタリングなど IEEE802.15.4 規格で代表される無線センサネットワークを利用し

た屋外における定常的なデータ収集の普及が進んでいる。一方、都市の安心安全への取り

組みの一つとして、災害時や集合住宅における独居高齢者の安否確認の課題が急務となっ

ている。ところが、地域の監視・見守りシステムが普及するのに伴い、目的や用途が異な

る幾多のエリアが発生し、かつ重なることが想定され、無線機器の増加によるエリア間の

干渉や災害時の緊急対策にかかる費用の増大など

多くの課題を抱えている。本研究では、平時にお

いてモニタリング用途で構築された無線センサネ

ットワークを活用して、緊急性のあるデータに優

先情報を付加し伝送の優先権を与えることで、動

的チャネルの時分割通信（動的ルーティング）を

行う（図 1）。少頻度で緊急性の高いデータが既存

の経路を共有する仕組みと、共有によりスループ

ットを向上させる有効性について報告する。  
 
２．設計および実装  
 動的ルーティングは、ネットワーク

内の経路を中継するノードの通信チャ

ネルを一時的に変更し、優先的に経路

を占有することを認めるものである。

この方式におけるノードのデータ制御

のシーケンスフローを図 2 に示す。  
 優先情報を持ったデータは、宛先ノ

ードまでの経路を優先チャネルに切替

え、優先経路を確立する。優先経路に

ないノードは、優先権が解放されるま

で一時的にデータを滞留するウェイト

状態となる。  
 
３．結果・考察  

2分木するクラスタツリーを構成するネットワ

ークモデルに対し、末端ノードが発するセンサか

らの定常データ(30Byte/回)に緊急データを想定

した負荷(3kByte/s)を入力して合算したスループ

ットを評価し、約90kbps まで向上させる結果を得

た（表1）。通常、ネットワークが設計上、安全余

裕として持つ負荷マージンを利用しその効果を上

げている。  
 

４．まとめ  
無線センサネットワークの経路ノードへ動的ルーティングを実装し、平時で使用するネ

ットワークを共有することにより、緊急時のデータ伝送への活用が期待できる。  
 

*1)情報技術グループ  
H23.4～H24.3 【基盤研究】マルチレイヤ中間ノード装置のルーティング制御法  

階層数 最下層ノード数 伝送総量

 L1   2 (全ノード 3)  86.4/kbps 

 L2   4 (7)  86.4/kbps 

 L3   8 (15)  94.4/kbps 

 L4  16 (31)  92.0/kbps 

 L5  32 (63)  62.4/kbps 

図 2. ノードの制御シーケンスフロー
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図 1. 動的ルーティングの基本構造 
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リモートセンシング状況に基づいた低消費電力プロトコルの開発  
 

○仲村 将司 *1)、武田 有志 *2)  

 
１．はじめに  

近年、注目されている技術に無線センサネットワークがある。無線センサネットワーク

とは、各種のセンサを搭載した端末を広範囲に配置し、環境データを収集するためのネッ

トワークである。広範囲に多数のノードを配置するため、省電力であることが要求される。

その方法として、一定時間のスリープ状態とアクティブ状態を行う間欠動作によって省電

力化を実現している。現状では、間欠動作は決められた間隔で一定時間行われている。し

かし、センシングする環境によって最適なスリープやアクティブの間隔は異なってくるも

のである。そこで、本研究ではセンシングデータを分析することで、グループ分けを行い、

その中の一部の端末だけ通常駆動させるという群制御手法を考案し検討を行った。  
 
２．実験方法  

本研究では、シミュレーションと実機を利用

しての 2 つの方法で提案手法の消費電力削減効

果の検証を行った。まず、シミュレーションに

よる評価では、埼玉と京都の過去の気象データ

（温度）4 種を用い、簡略化のためにネットワ

ーク構成をスター・トポロジとした。その際に

設定した値を図 1 に、シミュレーション結果を

図 2 に示す。次に、実機による評価は、無線端

末から出力したスリープ・アクティブ状態をメ

モリハイロガーでログを取り、スリープとアク

ティブ時間を割り出し、それぞれの状態におけ

る消費電力を計測してトータルの消費電力を算

出した。また、その際には恒温恒湿槽により実

環境を模擬した状態で 1 時間稼働させ検証を行

った。その時の様子を図 3 に示す。  
 
３．結果・考察  

シミュレーションを行った結果、定間隔スリ

ープ動作の時は 30.5W、群制御手法を用いた場

合は 20.4W となり、33.2%電力が削減できるこ

とが分かった。また、図 2 の結果より、消費電

力が極端に高いノードが無いため、ネットワー

ク全体の寿命が延びたことが分かる。次に、実

機評価の結果は、群制御手法では 0.123Wh、定

間隔スリープでは 0.147Wh という結果が得られ、

約 16%の電力が削減できたことが分かった。  
 
４．まとめ  

群制御手法は、無線センサネットワークの電力を削減するために有効であることが実験結

果より分かった。本手法は、端末数が多くなればなるほど効果を発揮するため、多くの計測

ポイントを必要とする環境計測に活用すると消費電力の削減効果は大きい。今後の展開とし

て、多種センサデータとの相関を踏まえた省電力化手法の考案を提案する予定である。  
 

*1)電子・機械グループ、*2)生活技術開発セクター  
H23.4～H25.3 【基盤研究】リモートセンシング状況に基づいた低消費電力プロトコルの開発  

図 1. 設定パラメータ  

  indefinite number  
Threshold  θ 

Active Time 1sec 
Sleep Time 10min 

Longer Sleep Time(k=2) 20min1sec 
Active Power 10mW 
Sleep Power 0.001mW 

 

 

図 2. シミュレーション結果  

図 3. 実機検証の様子  
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